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思っております。 

フロアの班長の 先生方で、 私はこれであ る、 私の目指すものがあ るといったのはご 

ざいませんか。 はい、 廣瀬先生どうぞ。 

0  廣瀬先生 : 言葉として入っていなかったという 意味で申し上げた、 、 のは、 追跡性、 理 

由付けですね。 それとそれを 基にした知識と 経験の共有と。 共有という言葉が 入って 

おりましたけれども、 追跡性と理由付けは 非常に重要だと 思っております。 

0  木村座長 : あ りがと う ございました。 他の班の先生から 何かあ りませんか。 坂本先生 

どうぞ。 

0  坂本先生 : 全然違 う 視点から一 つ 申し上げたいのですけど、 電子カルテをいろいろな 

ものが向上するということなのですけれど、 それが実は電子カルテを 使わないと医療 

ができないとは 誰もまだ思っていない。 ですから電子カルテは 二次的な効能とかを 考 

えないといけないかと 思っているのですが、 多分ご存知のとおり 現在オーダーメイド 

医療というのが 流行って進行しておりますので、 5 年後にはオーダーメイド 医療とい 

うのが十分行われているだろうと。 そのときにはやはりゲノム 情報をべ ー スとした 医 

療 ですので、 人間一人ひとり 三十億円、 きついと言われている 情報を管理して、 それ 

を 紐 ついた医療をするためには 電子カルテは 今後診療に不可欠な 道具であ って、 その 

基盤を作っていると 私は思っております。 

0  木村座長 : はい、 あ りがと う ございました。 この件といいますか 要するに電子カルテ 

の目指す、 こんなこと目指すというものについてですね、 これも足らないぞ、 あ るい 

はもっと、 あ れは違うといった 意見もフロアからいただければご 遠慮なく。 この部分、 

しっかり合意といいますか 提示されずに 委員会が進んでいるので、 ご 批判をよく受け 

るのでその点いかがでしょう。 ほい、 どうぞ。 

O  里村先生 : 千葉大学の里村でございます。 今日ご発表になったたくさんの 分野の研究 

で 電子カルテの 共有化の問題はかなりカバーされると 居 、 ぅ のですが、 私はひとつ重要 

なところが欠けていたと 思 う のは、 将来の電子カルテによって 作られたデータをど う 

利用するかという 面での準備が 十分ではないのではないかと 思っております。 

それで大江先生が 課題としてまとめられたものにコードと 用語の標準化の 話が盛り 

込まれていたので、 それはその方向で 失われないのであ ろうと安心をいたしましたけ 

れど、 私は今、 確かにどういうふ う にして電子カルテを 導入しているかとか、 それを 

実際の診療の 場でど う 使ってもらえるかということが 当面大きな話題にはなっている 

と思いますけど、 ここで入力されたいろんな 診療のデータが 将来どういうふさに 使わ 

れるかということをやはりこの 時点でも意識しておかなけれぱいけないと 思うのです 

ね。 そのためには 入力されたコンテンツをどういうふうに 表現をまとめられるかとい 

うことが非常に 重要な問題で、 用語と分類とコードの 標準化は避けて 通れない話題だ 

と 思います。 

この点について、 私はこの部分についていろんな 関与をしてまいりましたが、 決し 
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を カバーしていかなくて 泣いけない。 もちろん電子カルテの 理研究ではなくて、 行政 

にお願いすべきもの、 我々学者が頑張るべきもの、 ベンダーが頑張るべきもの、 各病 

院・診療所で 頑張るべきもの、 いろいろあ るかと思います。 

ですから全部カバーする 必要なないと 思うのですけれども、 みなさまは「どこをや 

っています ? 」 というのを聞いてみたいと 思いまして、 先ほど打ち合わせのときに 先 

生方にお渡ししました。 それで私からいきますと、 私は紹介状の 話ですから、 セカン 

ド オピニオンが 得られるという 部分ですね、 診療のときの。 そして医療事故が 防止さ 

れるってい う のは、 私としては例の 標準化全体、 コードの統一の 話ですね、 処方 築 の 

あ る意味で電子化という 部分と、 あ とは在宅での 部分で医療の 情報が簡単に 分かりや 

すく手に入るというのをやっている。 つまり最後には 患者の選択の 尊重というのを、 

セカンドオピニオンの 尊重、 透明性の向上というのでやっているつもりです。 

0  大江先生 : 私は標準的電子カルテの 機能モデルということをやっていますので、 共通 

機能のモデリンバです。 この話を聞いてですね、 なかなか難しいなと 思ったのですけ 

れども、 風が吹けば桶屋は 儲かるという 話もあ りますので、 そ う すると全部かな ? な 

どとも思いますが、 それではずるいので、 例えば標準化された 電子カルテシステムが 

開発するコストが 減るという意味では、 下から 3 つ目 あ たりの「質の 高い効率的な 医 

療提供体制」、 あ るいはどこの 医療機関も基本的には 同じような機能がキチンと 実装 さ 

れているという 意味では「安心あ るいは事故の 防止」 と、 そういったことが 直接的に 

関与するのではないかと 思います。 

0  木村座長 : あ りがと う ございました。 それでは阿曽沼先生いかがですか。 

0  阿曽沼先生 : 全部と言えば 全部なのかもしれませんが、 まあ こ う いった目標は 本当に 

簡単に文書で 羅列できるわけでございますけど、 こ う いった目標が 達成できたかどう 

かということを 自己評価して 客観的に評価できるようなフレームワーク、 これはもし 

かすると一つ 一つの病院が 達成をしなければ 全体が達成できないということであ りま 

すから、 一つ一つの病院がこれを 目指すためにどうしていくのか、 そ う いったことを 

自己評価するためのフレームワークを 作っていると 考えているというふうに 思います。 

0  木村座長 : 評価のための。 

0  阿曽沼先生 : そうですね、 評価のためのですね。 

0  木村座長 : あ りがと う ございました。 飯田先生お願いします。 

0  飯田先生 : 私はちょっと 考えが違っています。 この設問自体が、 このプロジェクトに 

ど う 当てはめるかという 設問自体が僕は 不適切だと思 う のです。 これを達成するため 

0 基盤整備を私たちはやっているわけで、 個々の事項に 対してどうだという 語とはち 

ょっと違うと 思っています。 全てだといえば 阿曽沼さんがおっしゃったように 全てが 

あ りまして、 その基盤を整備しているのです。 提供体制をどう 整えていくかが 課題で 

あ ると我々は考えております。 

0  木村座長 : ただそれでは 公のお金として、 説明性が私は 十分ではないと 思います ょ 。 
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きくかかわると 考えています。 

0  木村座長 : あ りがと う ございます。 他の先生方いらっしやいますか。 どうぞ。 

0  大谷先生 : 澤田の代理で 大谷でございます。 処方設計支援システムということで 一番 

大切なのは資料の 2 番目の最新かつ 最良の医療情報に 基づいた最適な 治療を受けられ 

るということで、 先ほどのテーマのところにも 出てきたのですが、 サイェン ス で得ら 

れた基礎的な 情報をいかに 臨床にフィードバックして、 、 くかというところを 一 つ 電子 

カルテの目的の 一つに据えていければ 良いなというふうに 考えております。 

0  木村座長 : データの後利用の 重要性ということですね。 こういった形で 私なりにプロ 

ジェクトの説明責任を 果たすためにも、 報告会という 場でございますので、 中間報告 

とともにどういうもの 目指して、 それは具体的にはどういうふ う に近々ではどうなる 

ということを 説明するのも 有意義かと思いまして、 こ う い う 形で最後にご 説明をいた 

だきました。 これでほぼ時間も 少し過ぎてございますし、 ましてや今日はお 帰りにな 

る電車のスケジュールなどもございますでしょうから、 これでシンポジウムの 部を終 

わらせていただきますが、 今後もこの全体のプロジェクトの 性格からして 何回か報告 

会 が開催され、 当然ながら議事録あ るいはメモもお 返しされるという 形でございます 

ので、 引き続きいらつしやったみなさま、 他のみなさまもご 支援を願いたいと 申し上 

げてこのシンポジウムを、 ディスカッションを 終わらせていただきます。 それでは 司 

会を高本先生お 願いします。 

0  高本補佐 : 木村先生、 適切な進行あ りがと う ございました。 また、 パネ 、 ラ 一のみなさ 

まにはご討議あ りがと う ございました。 会場のみなさまも 最後までご参加いただきま 

して、 本当にあ りがと う ございました。 これをもちまして「第 6 回標準的電子カルテ 

関連研究報告会」全てのプロバラムを 終了させていただきます。 あ りがと う ございま 

した。 

(T) 




